
前回会議（10/25）からの主な変更点について 

前回 10/15の会議から追加・修正などをした主な内容は下表のとおりです。 

 主な変更内容 意見者 該当箇所 

１ 

インバウンドにどのように取り組んでいくのか。市の誘

客方針との整合性が成り立つように書き込むべきであ

る。 

本委員会 Ｐ１２、Ｐ１３、

Ｐ１９、Ｐ２０ 

２ 

科学技術の進展により社会課題を解決するという意味

で、ＩＣＴ技術の積極的な活用を図るような記述をまと

めてするべきである。 

本委員会 Ｐ１９、Ｐ２０、

Ｐ２３ 

３ 

多言語による相談体制などとして、国際交流センターが

位置づけられているが、利便性や行政サービスに関する

情報について、本当に今の体制で良いのかどうか。能力

の問題と権限の問題があるため、正確に責任をもって運

用するための体制が重要。 

本委員会 

教育長 

Ｐ１０、Ｐ１１、

Ｐ１５ 

４ 

学習指導要領の改訂があり、前文にＥＳＤの理念が盛り

込まれている。語学教育だけでなく、重層的なアイデン

ティティを持つ人づくりを進めるように書き込むべき。 

本委員会 Ｐ１３、Ｐ１５ 

５ 

市とＫＩＦＡの役割、区別についてどう考えるのか、今

後 10 年を見越してきちんと整理し、書き込んでおくべ

きである。それによって誰が何を行うのかをはっきりさ

せるように。また、人材育成の観点からも、ＫＩＦＡの

円滑な世代交代への市の関与を期待する。 

本委員会 

ＫＩＦＡ 

Ｐ２６、Ｐ２７ 

６ 
外国人犯罪の増加に対してどのように取り組むかの記

載が必要。 

庁内各課 Ｐ１５、Ｐ２０ 

７ 
外国人の地域参加を促すだけではなく、受入側の地域コ

ミュニティへの啓発が大事。 

庁内各課 Ｐ１５ 

８ 
ヘイトスピーチについては、本年度法整備が進むなど、

市として非常に重要なものであり記載が必要。 

庁内各課 

岡島会長 

Ｐ９、Ｐ１３ 

９ 
日本語教育推進法が 6月に施行されたので、その記載が

必要。 

岡島会長 Ｐ９ 

10 
外国語教育の推進として、英語村構想については明記が

必要。 

市長 Ｐ１６ 

11 

国際交流の推進において、姉妹都市などの形にこだわら

ず、ゆるやかなパートナーシップのもと、テーマや課題

に応じた連携協定を進めることについての記載が必要。 

市長 Ｐ１７ 
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